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しのばず自然観察会より 2020-04  2020.04.29 

☆新型コロナウイルス感染防止のため、しのばず自然観察会では３月より野外活動と室

内学習会を停止しています。しばらくは、本通信にて上野公園・不忍池＋谷中霊園の現

在・過去をお伝えします。 

☆遠くへ出かけることを自粛せざるを得ない今こそ、身の回りの自然を再認識するチャ

ンスです。会員の身近な話題をお寄せください。通信やホームページに掲載します。 

☆しのばず自然観察会のホームページでも、リアルタイムで上野公園・不忍池＋谷中霊

園の状況をお伝えしていますので、接続可能な方はご覧ください。 

☆ホームページには、しのばず自然観察会の野外活動停止中の読み物として、第 20回

上野しのばず学習会に予定していたテーマ、「タンポポの多様性と生き残り戦略―外来

種問題を考える」の内容ダイジェスト版を載せました。おいおい写真等を追加していく

予定です。また、上野彰義隊墓所にあった資（史）料や伝承を紹介する「彰義隊墓所の

墓守代々」を一部公開し始めました。内容の詳細は小川潔が小論原稿として執筆中です

ので、ここではダイジェスト版の読み物にしました。こちらも公開可否の検討をもとに

随時追加していきます。「タンポポ」「彰義隊」とも、「この点を詳しく」とか「この

資料・データを見たい」など読者からのリクエストをお待ちしています。 

不忍池のユリカモメ 

冬場の不忍池で最も多くの個体数を誇るユリカモメですが、4 月に入って、頭が白い

冬羽根の型に代わって頭が黒い夏羽根の型の個体が目立ってきました。 

   

     冬型の頭           ごま塩頭           夏型の頭 

不忍池での定時調査（12月下旬の日曜日、1981年のみ年始も）結果を見返してみる

と、1996年12月の2256羽が最大値です。ところが、1990年以前には1981年1月の

2 羽を除いてユリカモメの記録はありません。そのころまでは、海か河口近くにいるカ

モメという感じの鳥でした。その後、生ごみを餌に内陸部に広がったと言われます。 



 

不忍池のカモ ２０２０年春 

ここ4年連続でヨシガモのペアーが見られます。当初はボート池で、枯蓮刈りが終わ

ってからは蓮池南西端にいます、4 月中旬あたりから枯蓮の間に隠れて時々見られなく

なる時間も。ヨシガモのいる所に毎日張り付いているカメラマンのおじさんも、手持無

沙汰の時間が増えたよう。 

同じ場所にはコガモがい

て、4月 8日にオス１、メス

３が見られ、4月15日現在１

ペアーがいます。オカヨシガ

モは4月に入って急激に数を

減らし、0 羽になったもよう

です。 

カモ類が北へ帰りはじめ

ると、例年のように一時的に

目立つのがハシビロガモです。枯蓮の間      ヨシガモのペアー 

に白く見えるのはハシビロガモのオスで

す。3 月末から 4 月にかけて、蓮池を中

心にハシビロガモの独特の行動が見られ

ています。不忍池では 2 羽のハシビロガ

モが互いにお尻を追いかけるように水面

を円形に回ります。以前、観察会で皇居

お堀に行った時には、数羽のハシビロガ

モが水面に大きな円弧を描いていました。 

 キンクロハジロとホシハジロがまだい

ます。ボート場が休業中のため、ボート

池の全面に広がっていますが、個体数は        

日々減少しているようです。             コガモのペアー 

 

 

 

 

 

ハシビロガモの採餌行動 

 

足で水流をつくって水

中・水底の餌を巻き上げ

ると言われています。 



 

谷中霊園と赤塚公園のニリンソウ 

武蔵野台地最東端のニリンソウ生育地が上

野の東京国立博物館裏庭（3 月から新型コロ

ナウイルス対策のため休館中）と谷中霊園東

崖です。谷中霊園では東崖の二か所の生育ポ

イントとも、3 月中に暖冬の中で早々に葉を

出していましたが、花は4月6日におよそ三

分咲き、19日には満開近くになりました。 

生育ポイントの一つでは、崖の地滑り防止

工事に際し、しのばず自然観察会や近隣住民

が声をあげ、生育区画をそっくり残す工法を

工夫して保存した結果、毎年花を楽しめます。    谷中霊園にて2020.04.19 
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板橋区在住の川北会員より、4月16日

に赤塚公園に散歩に行ったときの記録と

のことでニリンソウ生育地の写真が届き

ました。しのばず自然観察会では今春計

画していた赤塚公園での観察会が中止と

なったので、次年以降に行くための予告

編として見ていただけるとよいと思いま

す。 

しのばず自然観察会で 2005年 4月 20

日に行った時と同様、ニリンソウの花が

崖沿いに白いじゅうたんのように広がっ

ているのがわかります。 

赤塚公園では、「区の花ニリンソウを

守る会」や「いたばし自然観察会」など

の団体・個人の努力で、群落と生育環境

が保存され、毎年、みごとな一面の花・

花・花・・・が楽しめます。 

 

 


